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北日本における裂頭条虫類の研究

（１）数種魚類に寄生する

プレロセルコイドとその成虫

堀田猛雄千葉賢保長谷川英男

関川弘雄大鶴正満

新潟大学医学部医動物学教室

(昭和53年５月26日受領）

近年，わが国では食習｣償の変化に伴って，各種の魚介

類を中間宿主，待機宿主とする寄生虫による疾患が増加

している．裂頭条虫類による寄生例も多数報告されてお

り，しかも従来，広節裂頭条虫Ｄ”/MZo6oZhr〃〃ルー

Z""z(Ｌ1758）とされてきたものの中に，別種が混在し

ている可能性も生じ，各種の疫学的・形態学的研究が続

けられてきた．著者らは，北日本で捕獲された各種の食

用魚類を検索して，広節裂頭条虫およびこの種とは明ら

かに異なるプレロセルコイドを得，更に動物への投与実

験で成虫を得た．これらの条虫の最終的な同定には至っ

ていないが，とりあえず観察結果および幼・成虫の形態

について報告する．

プレロセルコイドを摂食させ，それ以外の動物にはゴム

製カテーテルを用いて胄内へ注入した．投与後，糞便検

査を毎日行ない，虫卵確認後の種々の時期に動物を剖検

して成虫を回収した．

３．標本作製法

（１）幼虫：得られたプレロセルコイドはホルマリン食

塩水（ホルムアルデヒド４：１％食塩水９６；Halvorsen，

1970）中に投入して固定した．

（２）成虫：成虫はクロロホルム水道水（水道水500ｍｌ

にクロロホルム２～３滴）に入れ，５Ｃで１晩放置して

弛緩させた後，５％ホルマリン水で固定した．

（３）組織標本：幼虫および受胎節の一部は常怯に従っ

てパラフィン包埋し，７～10浬の連続切片にして，ヘマ

トキシリン・エオシン染色またはトリクローム染色を施

した．幼虫では横断切片，成虫では横・縦断切片を作製

した．

（４）片節染色封入標本：成虫受胎節の一部はそのまま

明馨カーミンあるいはデラフィールドのヘマトキシリン

で染色し，封入標本とした．この際，一部の片節は生殖

器官の観察を容易にするため，封入直前に背面の柔組織

を除去，あるいは鋭刃によって背腹に２分した．

４．計測

幼・成虫共，計測は固定後に行った．幼虫外形では体

長，体幅（最大体幅)，および吸溝長（頭端から吸溝後

端までの距離）を測定した．幼虫断面および成虫の計測

部位は各々Halvorsen（1970）とAndersen（1971）に

従った．

材料と方法

１．魚類の検査

各種の魚類（Tableｌ）について，プレロセルコイド

の有無を調べた．魚はまず内臓と筋肉に分け，最初肉眼

的に，次いでガラス板で圧平して幼虫をさがした．内臓

は更に人工胃液消化を行って検索した．得たプレロセル

コイドは生理的食塩水中に入れ，使用するまで冷蔵（５

Ｃ）した．

２．感染実験

得られたプレロセルコイドはゴールデンハムスター

Msoc'ﾌﾟCCZ"sα"γａｍｓ(以後ハムスターと略す)，ラット

Ｒαな"ｓ〃o7UegiC"ｓおよびイヌ０Ｊ"ｉｓ九'"iZiariSに経

口投与した(Table２)．この際，イヌには魚肉に包んだ

＊本研究は文部省科学研究費，総合研究(Ａ）「最近日

本の広節裂頭条虫症の疫学的調査ならびに診断，治

療，予防の研究」（代表：加茂甫)(昭和51,52年度）

の補助を受けた．ここに記して謝意を表する．

結果

Ｉ魚類検査成績および幼虫の形態

（３７）
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Table3Morphometricdataofcrosssectionsinmid-bodyofdiphyllobothriid

plerocercoidsobtainedfrom4speciesoffishes

Hostofplerocercoids 0"cｏｒ/､ﾉ"c〃ｓ
〃ZａＳＯＺＺ

ＡｇａｎｏＲｉｖｅｒ

２

０s"ze7"ｓｃＰｅ７Ｚα""ｓ
７"o耐ａｚ

ＯｆＮｅｍｕｒｏ

６

Hypomesz‘s
p7erios"s

LagoonSaroma，
OffOdaito

６

HyPo"Les!(S
oZicJz/s

OffWakkanai

３

Localityofhost

No・ofplerocercoidsmeasured

940(732-1147）852(683-1207）1,106(971-1240）996(821-1141）

676(664-688）591(489-752）652(498-764）674(664-691）

１８．１(8-33）２１．７(15-32）１６．３(16-17）

１７．０(15-19）１５．１(13-18）１６．０(13-19）１６．０(15-17）

６．５(6-7）２１．９(13-32）３５．７(22-48）２８．０(25-33）

109.5(102-117）６６．８(44-102）９３．５(65-114）７６．３(68-85）

３５．６(26-42）４２．２(22-62）４７．３(36-58）

Breadthofsection

Heightofsection

Lengthofmicrovilli

Thicknessofouterepidermis

Thicknessofepidermal
longitudinalmusculature

Thicknessofparenchymal
longitudinalmusculature

Thicknessofparenchymal
transversemusculature

Ｍｅａｎ（range）measuredlOsectionsperplerocercoidinmicrons．

Ｔａｂｌｅｌに示したように，５種の魚類に裂頭条虫類の

プレロセルコイドが寄生していた．

１．サクラマス（O"cｏｒ/MzcA"ｓ，"αso"，masusal‐

ｍon）寄生のプレロセルコイド

（１）寄生状況．筋肉内に被嚢あるいは遊離してみられ

た．腸壁に被嚢していたものも認められた．（ヤマメ０．

ｍαso",masutroutからはプレロセルコイドは得られな

かった.）

（２）外部形態（Fig.１)．体は乳白色,背腹に扁平な筒

状で，体の前半に最大体幅部があり，尾端に向ってやや

細まる．頭部は普通引きこまれるが，一部の虫体では突

出する．吸溝が背腹に認められる．体表には明瞭な横雛

を有する，体長5.5～13.4ｍｍ，体幅1.34～1.50ｍｍ，吸

溝長0.28～1.03ｍｍ

（３）内部形態．頭部：断面は短楕円形で，背腹に吸溝

が切れ込む．体表は平滑で絨毛（microvilli）を欠く．

表皮縦走筋（epidermallongitudinalmusculature）は

１層．体中央部（Fig.２）：断面は長方形に近い楕円形，

長楕円形または短楕円形．絨毛を欠く．表皮縦走筋は１

層．柔組織縦走筋（parenchymallongitudinalmus‐

culature）は長楕円形ないし短楕円形の帯状に配列し,背

腹中央部で最も厚いが，筋線維はやや散在している．柔

組織横走筋（parenchymaltransversemusculature）は

柔組織縦走筋の内側に疎で不明瞭な２帯を形成し，その

筋線維は背腹中央部では柔組織縦走筋と混在する．計測

値をTable3に示す．尾端部：断面は楕円形，絨毛はな

い．中央陥入(centralinvagination）が認められる．

表皮縦走筋は１層．

２．カラフトマス（O"CO,-んγ,ZCh"Ｓｇｏ沁"SCAα）寄生

のプレロセルコイド

（１）寄生状況．筋肉内に遊離または被嚢している．

（２）外部形態．サクラマス寄生のものにほぼ一致す

る．体長7.3～9.1ｍｍ,体幅1.3～1.9ｍｍ,吸溝長0.45～

０．８２ｍｍ、

３．キュウリウオ（OS"ZC72`Ｓ"eγ/α""Ｓ，)Zo,加工）寄

生のプレロセルコイド

（１）寄生状況．主として胃壁（漿膜下)，時に腸壁，

腸間膜，肝に被嚢．腹腔内に遊離しているものもかなり

認められた．

（２）外部形態（Fig.３)．体は生時半透明乳白色.固定

後は白色．体表はほぼ平滑で，明瞭な横雛を欠く．体は

背腹に扁平で，体の前半に最大体幅部があり，尾端へと

徐々に細まり，更に尾端のやや前方で急に細くなって，

あたかも尾状となるものが多い．頭部は背腹に吸溝を具

え，固定標本では頭部の突出するものとしないものがあ

る．体長2.7～9.5ｍｍ，体幅0.76～1.88ｍｍ，吸溝長

０．２２～０．６８ｍｍ．

（３）内部形態．頭部：断面はほぼ円形．吸溝が深く切

れ込む．体表には絨毛が密生し，吸溝内面にも認められ

る．表皮縦走筋は側方で１～３層．体中央部(Fig.４）：

断面は丸みのある長方形，短楕円形．絨毛は明瞭．表皮

縦走筋は背腹中央部で２～９層，側方で２～５層，柔組

織縦走筋は長方形，長楕円形あるいはレンズ型の帯状に

配列し，背腹中央部で最も太く，側方では薄い．柔組織

（４０）
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横走筋は柔組織縦走筋の内側に背腹２帯をなし，ほぼ平

行であるが，側方では互に近接する．計測値をTable3

に示す．尾端部：断面は楕円形，中央陥入がある．絨毛

は中央陥入内面にも存在する．表皮縦走筋は１層．

４．チカ（HyPo,"es"ｓＰ”がoms）寄生のプレロセル

コイド

（１）寄生状況．腸壁，胄壁，肝に被嚢あるいは腹腔内

に遊離．

（２）外部形態．キュウリウオ寄生のものに似るが体形

はやや大きく，体表の絨毛が明瞭なものが多い．体表に

は横雛を欠く.頭部の突出する個体は少ない．体長3.4～

13.1ｍｍ，体幅0.96～2.04ｍｍ，吸溝長0.33～0.70ｍｍ．

（３）内部形態．キュウリウオ寄生のものに著しく類似

するが，一般に絨毛はやや長く，体中央部の柔組織縦走

筋の帯はより太いものが多い．体中央部の表皮縦走筋は

背腹中央部で２～８層，側方では１～５層．計測値を

Table3に示す．

５．ワカサギ（HyPo,"es"ｓｏ〃z`s）寄生のプレロセル

コイド

（１）寄生状況．ほとんどが腹腔内に遊離し，一部は被

嚢していた．筋肉内に遊離しているものも少数見られ

た．

（２）外部形態．虫体は生時半透明，固定後は白色．体

表の横雛は明瞭なものが多い．外形はキュウリウオおよ

びチカ寄生のものに類似する個体もあるが，他に種々の

形のものが見られる（Fig.５)．体長1.2～5.5ｍｍ，体幅

0.64～1.65ｍｍ，吸溝長0.05～0.53ｍｍ．

（３）内部形態．キュウリウオおよびチカ寄生のプレロ

セルコイドに著しく類似する(Fig.６)．計測値をTable

３に示す．

Ⅱ成虫の形態

動物への感染実験の結果をＴａｂｌｅ２に示す．本論文で

は比較の便のため，ハムスターから得た成虫のみを記載

する．

Ｌサクラマス由来の成虫（３個体）

（１）外部形態（Fig.７)．虫体は乳白色,体幅は頚部か

ら徐々に増大し，体の中央部付近で最大に達してその後

は末端近くまでほとんど変化せず，後端は数珠状の小型

片節で終っていた．但し，１個体では，体の中央部は受

胎節となっているが，体後部は再び細くなり，多数の未

成熟片節が連続していた．頭節（Fig.８）は舌圧子状で，

前端はやや突出する．頚部は細く長い．体後端部を除

き，片節は常に幅が長さより大きい．計測値をTable４

に示す．

（２）受胎節内部形態（Fig.９－１１)．生殖孔は片節の前

'/4にあり，周囲はやや隆起する．陰茎嚢は矢状断では卵

形で，腹面に対し斜前方へ傾く〆貯精襄は陰茎嚢の背部

後方に付着し，楕円形でその長軸は虫体軸に平行であ

る．子宮孔は生殖孔より約0.35ｍｍ後方で，やや偏在す

る.卵巣は蝶翅状の左右２葉からなり，中央狭部で連結す

る．卵巣後角（posteriorhorn）はかなり突出するが，

左右の融合は認められない．卵巣前端は片節中央近くま

で突出し，前角（anteriorhorn）に類似した様相を示

す．精巣は柔組織内に一層をなし，側方部にのみ分布し

て左右は完全に分離している．卵黄巣は精巣の層の背腹

に２層をなし，その分布は精巣のそれにほぼ一致する．

子宮の起始部は密にらせんを巻くが，完成した卵を含ん

だ部分は中央軸の各側方に３～４ループを形成する．子

宮ループ末端は肥大するが，その前端は陰茎嚢の中央よ

り前方へは伸びない．輸精管は，背部を子宮の如く側方

にループを出しながら前走する.片節間には狭窄があり，

その部には精巣・卵黄巣が分布しないことが多いが，認

められることもある．

（３）虫卵完成した虫卵は楕円形で左右やや不相称．

前端に蓋を有し，後端は小結節を具えるか，卵殼が肥厚

する．卵殻表面の小穴（pit）は光顕ではほとんど認めら

れない．大きさは58～65×40～44’．

２．キュウリウオ由来の成虫（７個体）

（１）外部形態（Figl2)．体は白色．体幅は頭節後か

ら速やかに増大し，体の前'/3～'/2で最大に達して，以後

やや細まる．投与後９～13日目に得られた７個体の大き

さは著しく不同で，体長は最小6.9ｃｍ，最大29.3ｃｍで

あった．このうち３個体では尾節（terminalsegment）

(Fig.１３）が完全に残っていたが，他のもの（最小個体

を含む）では尾節を欠き，末端は脱落像（destrobilized）

を示した．最小個体の片節は全て未成熟であった．尾節

の生殖器官は多数で不規則に配列する．頭節（Fig.１４）

は小根棒状，やや槍形あるいは心形．頚部は著しく短か

い．片節は尾節を除いて全て幅が長さより大きい．計測

値（体長25ｃｍ以上の４個体についての値）をTable4

に示す．

（２）受胎節内部形態（Figs､１５～17）：生殖孔は片節の

前'/5にあり，周囲はやや隆起する．陰茎嚢は矢状断では

卵形で，腹面に対し前方へやや斜に傾く．貯精嚢は卵形

で，陰茎嚢の背部後方に付着し，その長軸は腹面に対し

後方に傾くが，その程度は片節によって様々である．但

(４１）
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Table4Comparisonofmorphometricdataamongadultdiphyllobothriids

rearedingoldenhamsters：ｍｅａｎ（range）

０s"zc7ws"e7R/α"z(ｓ
〃２０ｍα工

９～1３

４

Hostofplerocercoids

Durationofinfection（days）

Ｎｏ．ofadultsmeasured

０"ＣＯ/R/ｉｙ"c〃ｓ〃Jasozィ

２０

３

Ｈ)ﾉｶo"JCS"sp7er2osj`ｓ

８～１８

８

Scolexlength，mm

Scolexdorsoventralheight，mm

Necklength，ｍｍ

(a）Ｎｏ．ofsegmentsanteriorto
primordia

(b）Ｎｏ．ofsegmentsanteriorto
matureproglottids

DifferCnce（b)－(a）

Totalnumberofsegments

Totallength，cm

Maximumwidthofstrobila，ｍｍ

Ｌｅｎｇｔｈｏｆｓｅｇｍｅｎｔｓａｔｍａｘｉｍｕｍ
ｗｉｄthofstrobila，ｍｍ

Ｎｏ・ｏｆａｄｕｌｔｓｗｉｔｈ‘‘ｔｅｒｍｉｎａｌ

ｓｅｇｍｅｎｔ,,

Ｌｅｎｇｔｈｏｆ‘‘terminalsegment,,，ｍｍ

Ｎｏ、ｏｆｓｅｔｓｏｆｇｅｎｉｔａｌｏｒｇａｎｓｉｎ
“terminalsegment,,

2.30(2.2-2.4）

1.25(1.22-1.26）

１２．６(5.1-27.0）

７２．３(53-95）

399.7(352-483）

327.3(269-430）

907.7(716-1034）

105.0(84-134）

９．５(8.7-10.9）

2.55(2.32-2.95）

1.56(1.37-1.85）

0.88(0.74-1.06）

0.97(0.63-1.55）

２０．９(9-36）

６０．４(44-77）

３９．５(31-53）

203.3(163-244）

３２．６(29.5-38.7）

９．０(6.8-11.9）

1.91(1.62-2.14）

６

５５．７(26-102）

３９．３(8-75）

1.55(1.26-1.74）

0.86(0.70-1.00）

0.82(0.67-1.11）

１５．０(13-20）

６５．３(53-76）

５０．３(33-62）

179.8(171-188）

２７．８(26.2-29.3）

７．３(6.2-8.9）

1.81(1.69-2.00）

３

６３．２(53-76）

６３．０(49-80）

０

し，腹面と平行にはならない．子宮孔は生殖孔より約

0.18ｍｍ後方で,やや偏在する.卵巣は蝶翅形の左右２葉

からなり，中央狭部で連結される．卵巣前角があり，卵

巣後角は突出する．精巣・卵黄巣はかなり中央部近くま

で分布して，子宮ループ末端に接し，また片節前端で左

右が合体することが多い．子宮は中央軸の各側方に７～

８ループを形成し，そのうち４～６ループが完成卵を含

む．ループ末端は陰茎嚢の中央より前方に達し，時に陰

茎嚢を越えて伸びる．片節間の狭窄はわずかで，精巣・

卵黄巣は通常片節から片節へと連続して分布する．

（３）虫卵完成した虫卵はサクラマス由来成虫のもの

に似るが，表面の小穴は光顕でも明瞭に認められ，密に

分布する．大きさは63～76×43～50"．

３．チカ由来の成虫（８個体）

（１）外部形態．キュウリウオ由来成虫にほぼ一致す

る．投与後18日目で得られた２個体を除いて，他はすべ

て後端に尾節を有していた．頭節は小根棒状あるいは槍

形．頚部は著しく短かい．片節は尾節を除いてすべて幅

が長さより大きい．計測値をTable4に示す．

（２）受胎節内部形態．ほぼキュウリウオ由来成虫のも

のに一致する．子宮ループは中央軸の各側に７～９個あ

る．卵巣後角は突出し，往々左右の融合が認められる．

（３）虫卵．形態はキュウリウオ由来成虫のものに一致

する．大きさは58～65×40～44β、

考察

広節裂頭条虫．Ｄ・ルオ""』（Ｌ1758）のプレロセル

コイドは，Kuhlow（1953ａ)，Halvorsen（1970）らに

よれば，体表に絨毛を欠き，表皮縦走筋は単層，柔組

織縦・横走筋には散在傾向があって，特に柔組織横走筋

は明瞭な帯状にならない．今回サクラマスから得たプレ

ロセルコイドもこれに一致した形態を有する．計測値も

柔組織縦走筋の幅などでは差があるが，その他では

Halvorsen(1970）の示したものに良く一致する．なお，

本邦産サクラマス寄生プレロセルコイドの形態について

は，加茂ら（1977）が報告しており，今回の虫体もそれ

にほぼ一致する．成虫の計測値をAndersen（1971)が示

したハムスター由来のものと比べると，かなりの類似が

認められる．成虫内部形態もおおよそ一致するが，Ａｎ‐

dersen（1971）が同定基準としてあげた，腹面に垂直な

陰茎嚢は，著者らの標本では見られなかった．また今回

の虫体では，子宮ループ前端が陰茎嚢を越えないこと，

（４２）
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精巣・卵黄巣が時に次の片節へ連続して分布することな

どもAndersenの記載と異っていた．しかし，これら

の点はRauschandHilliard（1970）が記載したアラス

カ産Ｄ・ｍｍ７〃には良く一致するので，今回の標本を

，．/αrz`"ｚと同定しておく，カラフトマス寄生のプレロ

セルコイドも幼虫の形態から恐らくＤ・Zar1"〃と考えら

れる．

キュウリウオ寄生のプレロセルコイドの形態および体

中央部断面の計測値は,Halvorsen（1970)のＤ・Ｃｓ"lel-i

(v，Linstow，1878)，Ｄ・uogeZiKuhlow，1953および

``Ｄ・Uoge///Cs"2e7i,,のものに類似し、特に``Ｄ・x1ogeZi／

osl"e7i,，にはほぼ一致する．Ｖｉｋ（1957)，Wikgren

(1964)，Chubb（1968)，Halvorsen（1970）らはＤ，

Cs"Jel7を，．〃”'""，〃（Creplin，1825）と同種とし

ており，更にChubb（1968)，Halvorsen（1970）はＤ・

て，ogeJjも，．〃７Ｗ"""ｚと同種と考えた．（ただしＢｙ‐

lund（1975）は別種としている.）キュウリウオ由来の成

虫とAndersen（1972）がハムスターから得たり．‘が

，で，"!(，〃と比較してみると，陰茎嚢が腹面に対し前方へ

傾くこと,貯精嚢がかなり後方を向くこと,精巣・卵黄巣

が片節から片節へと連続していること，卵巣に前角を有

することなどの形態的特徴が一致する．計測値の比較で

は頭節長,頚部長などに多少の差はあるが,その他はおお

よそ一致している．またアラスカからもＤ・OS"ler/(＝，．

‘/’1Ｗ"""!）の記録がある（RauschaaZ.，1967）ので，

地理的関係からも北日本にＤ・伽γe""`''１が分布するの

は不自然ではないと考えられる．以上から，今回キュウ

リウオから得られたプレロセルコイドは，.〃γピノ"z"'Ｚ

か，あるいは極めてそれに近縁の種であると思われる．

チカ寄生のプレロセルコイドおよびその成虫の形態

が，キュウリウオ由来のものにほぼ一致するので，両者

は同一種であると推定される．

キュウリウオおよびチカ寄生のプレロセルコイド由来

の成虫に見られた尾節の形態は，Kuhlow（1953ｃ）が

，.‘ど"αアノricz`"zで報告したもの,およびAndersen(1972）

が，.‘/z”'""''2に認めたものに類似する．但し著者ら

の虫体では，尾節はより長く，生殖器数もAndersen

（1972）の記載に比べ著しく多数であった．Kuhlow

（1953c）に従えば，このような尾節を有するものはpri‐

marystrobilaであると考えられる．しかしAndersen

（1973）は，，.〃，ｗｌｚＨ"zの発育過程で必ず尾節が出現

するとは限らず，最初からsecondarystrobila様にな

る個体が見られ，またprimarystrobilaが－たん切り

離されることなく直接secondarystrobilaへと移行す

るものもあると述べた．それで著者らの場合，必ずしも

primary，secondaryの区別をする必要はないと考えて

いる．

なおHilliard（1960,1972）は，卵殻表面の小穴が深

いことは海洋種の特徴であるとした．これに従えば，今

回得られたキュウリウオおよびチカ寄生のものは海洋種

と考えられる．他方，，.〃”'"〔`"‘を淡水種とする実

験成績もある（Hilliard，1960）のでこの問題に関して

は今後更に検討していきたい．

ワカサギ寄生のプレロセルコイドは，断面像とその計

測値がキュウリウオ・チカ寄生のものに類似するが，体

表に横雛がある等の差異がある．感染実験で成虫が得ら

れなかったので，現時点での同定は困難である．

キュウリウオ，チカ，ワカサギはいずれも食用魚であ

り，これらに寄生する裂頭条虫幼虫が人体に摂取される

機会は多いと考えられる．今後は，これらの条虫の人体

寄生性についても検討していく必要がある．

まとめ

１．北日本の河川，潟，海産のサクラマス，カラフト

マス，キュウリウオ，チカ，ワカサギから裂頭条虫科に

属するプレロセルコイドが検出された．

２．サクラマス，キュウリウオおよびチカに寄生する

プレロセルコイドは，ゴールデンハムスター，ラット，

イヌに経口投与し，成虫を得た．

３．プレロセルコイドおよび成虫の形態から，サク

ラマス寄生のものはＤ秒/MZo6oZM""ｚｍｒｌ`"Z(L､1758）

と同定された．またキュウリウオおよびチカ寄生のもの

はＤ‘/tだ'"!"〃（Creplin,1825）と考えられる．

４．キュウリウオ，チカおよびワカサギの裂頭条虫幼

虫の人体寄生性については，今後の検討を要する．
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Abstract j

STUDIES ON THE DIPHYLLOBOTHRIID CESTODES

IN THE NORTHERN JAPAN

(1) PLEROCERCOIDS RECOVERED FROM SEVERAL SPECIES

OF FISHES AND THEIR ADULT FORMS

Takeo HOTTA, Katayasu CHIBA, Hideo HASEGAWA,

Hiroho SEKIKAWA and Masamitsu OTSURU

(Department of Medical Zoology, Niigata University School of

Medicine, Niigata, Japan)

Diphyllobothriid plerocercoids were detected from five species of fishes, Oncorhynchus

masou (masu salmon), O. gorbuscha (pink salmon), Osmerus eperlanus mordax (olive rainbow

smelt), Hypomesus pretiosus (Japanese surfsmelt) and H. olidus (Japanese smelt), collected in

rivers or lagoons of the Northern Japan and adjacent seas.

Plerocercoids from O. masou were administered to the golden hamsters and dogs, and

adults were obtained to be identified with Diphyllobothrium latum (L. 1758).

Adults were also reared in the golden hamsters and rats which were given the plerocer

coids from O. eperlanus mordax. On the other hand, plerocercoids from H. pretiosus were

administered to the golden hamsters, dogs and rats, and adults were obtained from the former

two animals. Morphological characteristics of these plerocercoids and adults were closely relat

ed to the respective stages of Diphyllobothrium ditremum (Creplin, 1825). Plerocercoids from

H. olidus failed to grow in the golden hamsters.

Epidemiological significances of those plerocercoids were briefly discussed.

( 45 )
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Ｅｘｐｌａｎａｔｉｏｎｏｆｌｉｇｕｒｅｓ

Figs、1-6．Plerocercoidsindorso-ventralｖｉｅｗ（１，３，５）andtheircrosssectionsinmidbody

(２，４，６）：１ａｎｄ２ｆｒｏｍＯｌｚｃｗｈｙ"ｃｈ"ｓ籾αso〃；３ａｎｄ４ｆｒｏｍＯｓｍｅ７ｗｓＧＰｃ，fα""ｓｍｏ'てJαエ；５

ａｎｄ６ｆｒｏｍＨｊﾉPC'"Cs"soZicZzJs．（Magnification：１，×１０；２，×５８；３，×８；４，×７２；５，×１３;

6,×48）

Figs、7-11．AdultsdevelopedfromplerocercoiｄｓｉｎＯ"co7ﾉhwzch"ｓ加αso〃：７，strobila；８，scolex

(×11）；９，gravidsegmentsinventralview（×９）；１０，midsagittalsectionofgravidsegments

(×27）：１１，parasagittalsectlonsofgravidsegments（×27)．

Figs、12-17．AdultsdevelopedfromplerocercoiｄｓｉｎＯｓ"zc7zJsGZw士""ｓｍｏ極αエ：１２，strobilai

13，posterlorextremitiesofwormswithterminalsegment（ＡａｎｄＢ）ａｎｄｗｉｔｈｏｕｔｉｔ（Ｃ）；

14,scolex（×11）；１５，gravidsegmentsinventralview（×13）；１６，midsagittalsectionof

lﾖiravidsegments（×27兆１７，parasagittalsectionofgravidsegments（×27)．

Abbreviationsusedinfigures

ｃ,cirrussac；ｅｌｍ，epidermallongitudinalmusculatuｒｅ；ｍ，microvilli；ｐｌｍ，parenceymal

longitudinalmusculature；ｐｔｍ，parenchymaltransversemusculatuｒｅ；ｓｖ，seminalvesicle；ｔ、

testes；ｕｐ，uterinepore；ｖ，vitellineglands；ｖａ，vagina；ｖｕ，vulva．

(４８）




